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今
年
の
市
民
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
な
ど
で
身
近
に
取
り
組
め

る
緑
化
活
動
に
つ
い
て
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、

ゴ
ー
ヤ
や
ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ

の
よ
う
な
ツ
ル
性
植
物
で
、
壁

面
を
覆
う
自
然
の
カ
ー
テ
ン
の

こ
と
で
す
。温
暖
化
防
止
、節
電

対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
緑
の
癒

し
、
地
域
で
の
会
話
作
り
な
ど
、

人
と
人
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
今
年
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、60
を

超
え
る
家
庭
や
事
業
所

か
ら
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

と
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に

関
す
る
報
告
や
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
う
ま
く
育
た

な
か
っ
た
け
れ
ど
、来
年

も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
と

い
う
人
も
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。　

に
よ
る
道
路
に
つ
い
て
、
そ
の
種

類
お
よ
び
位
置
を
記
載
し
た
指
定

道
路
図
を
作
成
し
、
窓
口
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
築
物
の
建
築
や
土
地
取
引
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
事

前
に
道
路
種
別
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
　

任
意
加
入
制
度

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
強
制
加
入
）。
し
か
し
、60
歳
ま
で

に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
や
、
納
付
済
み
期
間
が
少
な
い

た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給

で
き
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
間
に
加
入
（
任
意
加
入
）

を
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
65
歳
ま
で
納
付
し
て

も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
さ
な
い
が
、
70
歳
ま
で

納
付
す
れ
ば
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
場
合
は
、
受
給
資
格
期
間
を

満
た
す
ま
で
、特
例
的
に
加
入
（
任

彦
根
市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
上
水
道
事
業
部

門
と
下
水
道
事
業
部
門
が
、
彦
根

市
民
会
館
内
に
事
務
所
を
統
合
し

ま
す
。
統
合
に
伴
い
、
業
務
の
効

率
化
と
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
次
の
よ
う
に
上
下
水

道
部
の
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま

す
。

課
の
再
編

　

現
在
の
下
水
道
管
理
課
と
上
水

道
業
務
課
を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
業
務
と
窓
口
業
務
を
統
合

し
、
新
た
に
上
下
水
道
総
務
課
と

上
下
水
道
業
務
課
に
再
編
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
建
設
課
と
上
水

道
工
務
課
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り
で
す

が
、
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

は
☎
22-

５
４
５
８
番
、
上
水
道

事
業
に
関
す
る
こ
と
は
☎
22-

２

７
２
２
に
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
改
編
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
課
☎
30-

６
１
０
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

指
定
道
路
図
が
窓
口
で
閲
覧

で
き
ま
す

　

建
築
基
準
法
第
42
条
の
規
定

意
加
入
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
方

法
は
原
則
と
し
て
口
座
振
替
に
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
な
ど
も
加

入
（
任
意
加
入
）
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し

て
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
定
額
保
険
料

（
平
成
23
年
度　

月
額
１
５
、
０
２
０

円
）
に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ

と
で
、
将
来
よ
り
多
く
の
年
金
額

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
任
意
）

　

受
給
額
は
、
納
め
た
月
数
に
２

０
０
円
か
け
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
希
望

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
加

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

②
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
（
外
町
）
☎
23-

１
１
１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０

３
８
番

登
録
し
ま
し
ょ
う　
銃
砲
刀
剣
類

　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の

火
縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類

は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・

刀
剣
類
は
、
他
人
へ
の
譲
渡
や
所

持
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
審
査
の
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
10
月
６
日
㈭

文
化
産
業
交
流

会
館
第
２
会
議
室
（
米
原
市
）　

▼
平
成
24
年
２
月
16
日
㈭
大
津
合

同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
が
持
っ
て
い
く
も
の

　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）　

②
警

察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証　

③
審
査
手
数
料（
１
件
に

つ
き
６
、
３
０
０
円
）
ま
た
は
再

交
付
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
３
、

５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

10
月
９
日
㈰
～
同
16
日
㈰
は

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す

「
パ
ー
ト
ナ
ー
し
が
の
強
調
週

間
」
で
す

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、「
男
だ
か

ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

役
割
や
生
き
方
を
決
め
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
う
し
た

理
由
で
一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
発

揮
さ
れ
な
い
の
は
家
庭
で
も
、
地

域
で
も
、
社
会
で
も
、
も
っ
た
い

な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
が

で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、性
別
に
か
か

わ
り
な
く
多
様
な
生
き
方
が
認
め

ら
れ
、誰
も
が
輝
い
て
生
き
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、自

分
の
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、一
歩

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
７
７
番

「
滋
賀
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
お
よ
び

「
湖
北
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ

ー
ナ
ー
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

事
業
主
の
た
め
に
、
経
営
面
の
相

談
を
専
門
家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
無
料
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
大
津
市
）
☎
０

７
７-

５
２
６-

３
７
６
０
番
、

湖
北
最
低
賃
金
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
長
浜
市
）
☎
０
７
４
９

-

63-

１
５
６
３
番

市民生活に役立つ
情報誌を発行します

　市役所の庁舎案内や、届出や申請などさまざま
な行政手続きの流れ、防災・健康管理・福祉など
市民の皆さんの日常生活に欠かせない情報をまと
めて掲載した「彦根市暮らしの便利帳」を発行し
ます。
　この冊子は、㈱サイネックス（大阪市中央区）と
彦根市の共同事業として発行するものです。発行、
配布にかかる経費は冊子に掲載する広告収入で賄
います。体裁はＡ４版（「広報ひこね」と同じ大きさ）
約150ページです。平成24年２月頃に発行し、全
世帯に配布するとともに、今後彦根市に転入する
皆さんにも市民課などでお渡ししていく予定です。
問 い 合 わ せ 先　 情 報 政 策 課 ☎ 30-6103、

FAX22-1398

意見公募手続制度結果のお知らせ

（仮称）彦根市商業振興基本条例（素案）

意見の件数　１件（修正を行わないもの１件）
問い合わせ先　 商工課☎ 30-6119、

FAX24-9676

「緑のカーテンコンテスト」受賞者が
決まりました

◆家庭部門
　特選　根岸　順

じゅん

子
こ

さん（日夏町）　  入選　５点
◆店舗・事業所部門
　特選　TOTO彦根ショールーム（西沼波町）　　
　入選　１点
◆公共施設部門
　特選　城東小学校　  入選　５点

日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す　

２
階

研
修
室

内
容　

①
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
、
講
評

②
基
調
報
告
「
地
域
で
取
り
組
む

緑
の
カ
ー
テ
ン
」
ほ
か

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
活

環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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